
顧問医師　　業績（糖尿病の基礎と臨床に関する）
Ⅰ.　講演
1.　海外
(1) Nagamatsu S, Fujiwara T, Nakamichi Y, Sawa H, Akagawa K (1995). (シンポジウム) 

Expression of syntaxin/HPC-1, epimorphin, SNAP-25 and functional role of syntaxin 1A/HPC-1 
in pancreatic β cells. Satellite Symposium of 15th ISN Meeting Hamamatsu,　Japan: June 27-30.


(2) Nagamatsu S (1999). (招請講演) Repair of impaired insulin exocytosis in diabetes by genetic 

engineering. 5th US-Japan Symposium on Drug Delivery Systems. Hawaii, U.S.A.  : December 
12-17.


(3) Nagamatsu S (2001). (シンポジウム) SNARE proteins and insulin exocytosis. The 

4thConference on ABC Proteins and Ion Channels. From Gene to Disease Kyoto, Japan: January. 
26-27.


(4) Nagamatsu S, Ohara-Imaizumi M, Nakamichi Y, Nishiwaki C (2002). (シンポジウム) TAT-

syntaxin H3 inhibits 2nd -phase of insulin release－Analysis of real-time images of single insulin 

granules with evanescent wave microscopy. Research symposium on islet biology. Falmouth, 
MA, U.S.A.: October 25-28.


(5) Nagamatsu S (2003). (シンポジウム) Regulation of exocytosis of insulin-containing granules 

(Symposia; Inside the β-cell: From mitochondria to exocytosis). 63rd Annual Meeting & 
Scientific Sessions of American Diabetes Association. New Orleans, Louisiana, U.S.A.: 
June13-17.


(6) Nagamatsu S, Ohara-Imaizumi M, Nakamichi Y (2003). (招請講演) Imaging analysis of 

exocytosis mechanism: Total internal reflection-fluorescent microscopy (TIRFM) imaging 
analysis revealed the molecular mechanism of biphasic insulin exocytosis. 8th World Congress on 
Advances in Oncology and 6th International Symposium on Molecular Medicine. Crete, Greece: 
October 16-18.


(7) Ohara-Imaizumi M, Nakamichi Y, Nishiwaki C, Nagai S, Kikuta T, Nagamatsu S (2003). (シンポ
ジウム) TIRF imaging analysis of exocytosis of insulin-containing granules from primary 

cultured pancreaticβcells. (Special interest subgroup meetings: Exocytosis: View from imaging 
analysis) 43rd Annual Meeting of the American Society for Cell Biology San Francisco, CA, 
U.S.A: December 13-17.


(8) Ohara-Imaizumi M, Nagamatsu S (2004). (招請講演) Visualization of phasic insulin secretion by 

TIRF imaging. IHRP Network Meeting. IHRP Network Meeting. Lund, Sweden: Februry 5-7.


(9) Nagamatsu S (2005). (招請講演) Insulin Exocytosis; Biphasic insulin exocytosis studied by 

TIRF imaging analysis. The Donald F Steiner Symposium: Exploring pancreatic beta cells, 
insulin biology and protein processing. Chicago, U.S.A: July 15.


(10) Nagamatsu S (2005). (シンポジウム) TIRF imaging of docking and fusion of single insulin 



granule in rat βcells (Symposium; Molecular regulation of exocytosis in pancreaticβcells) 41st 
Annual Meeting of European Association for the Study of Diabetes.  Athens, Greece: September 
10-15.


(11) Nagamatsu S, Ohara-Imaizumi M.(2005).（シンポジウム）. TIRF imaging analysis of the 

dynamic motion of insulin granules by antidiabetic agents. 1st Scientific Meeting of the Asia-
Pacific Diabetes and Obesity Study Group, Kobe, Japan : August 20-21


(12) Nagamatsu S (2007). (シンポジウム) Mechanism of impaired insulin exocytosis in diabetes 

mellitus. 14th Japan-Korea Symposium on Diabetes Mellitus. Kyoto, Japan: October 5-6.


(13) Nagamatsu S, Ohara-Imaizumi M (2007). (招請講演) Mechanism of insulin granule docking and 

exocytosis. EASD islet study group symposium 2007. Brussels, Belgium: September 21-23.


(14) 永松信哉 (2008). (座談会)インスリン第一相、第二相分泌のメカニズムと食後高血糖　
（食後血糖のグローバルガイドラインとナテグリ二ド） . ＥＡＳD２００８座談会 

Athens, Greece: September 8.


　



2.　国内
(1) 永松信哉、西　理宏、Carroll RJ, Steiner DF（１９９１）（シンポジウム）: ＩＡＰＰの
合成及びそのβ細胞機能に及ぼす影響について. Amylin/IAPP Symposium in Wakayama 

1991, 和歌山
５月１０日、

(2) 永松信哉　（１９９３）(トピックスセッション) : 膵β細胞機能研究の進歩 ; マウスβTC3

細胞のインスリン生合成調節機構に於ける糖輸送担体、Hexokinase、及びGlucokinaseの
役割。第36回日本糖尿病学会年次学術集会、仙台、５月1３～1５日

(3) 永松信哉（１９９6）(招請講演) ： インスリン分泌におけるSNARE componentsの役割。
朝日生命成人病研究所第４０回分泌セミナー、東京、３月２日

(4) 永松信哉 （１９９7）(招請講演) ：SNARE仮説によるインスリン分泌の分子機構。第１
０回インスリン分泌機構研究会、大津市、３月６～７日

(5) 永松信哉、渡辺　卓 （１９９7）（シンポジウム）：インスリン分泌及び分泌障害機構
におけるSNARE蛋白質の役割。第４１回日本糖尿病学会年次学術集会、和歌山、５月２
０～２２日

(6) 永松信哉 （１９９7）（シンポジウム）：インスリン分泌機構の再構築へむけて-

Exocytosisの構成因子と分泌機能障害の再生-。第９回再生医工学委員会（日本学術振興
会未来開拓研究推進事業）、東京、６月６日

(7) 永松信哉,中道洋子,石田均　（1９９9）(シンポジウム) ：インスリン開口放出における
分泌顆粒のexo-endocytosis の意義。第22回日本分子生物学会年会、福岡、１２月８～１
０日

(8) 永松信哉（2002）（ワークショップ）：インスリン標的細胞の膵β胞化（ワークショッ
プ：糖尿病血管障害の遺伝子治療）．第４５回日本糖尿病学会年次学術集会、東京、５
月１７日～１９日

(9) 今泉美佳、中道洋子、西脇知世乃、永松信哉（2002）（シンポジウム）：単一インスリ
ン分泌顆粒開口放出の動態解析（シンポジウム：生化学における１分子－１細胞テクノ
ロジー）．第７５回日本生化学会大会、京都、１０月１４～１７日

(10) 永松信哉（2003）（シンポジウム）：TIRFM解析による２相性インスリン開口放出とイ
ンスリン分泌不全（シンポジウム：インスリン分泌の分子機構）第４６回日本糖尿病学
会学術総会、富山、５月２２日－２４日



(11) 今泉美佳、中道洋子、西脇知世乃、菊田敏輝、長井進太郎、永松信哉（2003）（シンポ
ジウム）：TIRFMを用いたインスリン分泌顆粒の開口放出機構解析（シンポジウム：細
胞外信号の発信メカニズム）第４１回日本生物物理学会年会、新潟、９月２３日－２５
日

(12) 今泉美佳、中道洋子、西脇知世乃、菊田敏輝、長井進太郎、永松信哉（2003）（シンポ
ジウム）：Mechanism of insulin exocytosis in pancreatic β cells by analyzing single insulin 

granule motion with total internal reflection fluorescence(TIRF) imaging system.（シンポジウ
ム：開口放出：蛋白質間相互作用と顆粒のdynamics）第７６回日本生化学会大会、横
浜、１０月１５日－１８日

(13) 永松信哉（2003）（教育講演）：インスリンの分泌機構－開口放出の可視化．２００３
年１２月度　学術教育担当者教育会、武田薬品工業株式会社、東京、１２月１日

(14) 今泉美佳、永松信哉　（2004）（招請講演）：インスリン開口放出の可視化、群馬大学
生体調節研究所主催セミナー、前橋　、２月１９日

(15) 永松信哉 （2004）（特別講演）：２相性インスリン分泌機構と糖尿病におけるインスリ
ン分泌不全　第２９回東京糖尿病腎症セミナー、東京、３月１０日

(16) 永松信哉（2004）（特別講演）：インスリン分泌機構とミチグリニドの分子作用　（第
１部基礎講演）、グルファスト新発売記念講演会、東京、５月１５-１６日

(17) 永松信哉（2004）（特別講演）: 映像によるインスリン分泌機構の解明とミチグリニド
の分子作用、グルファスト新発売記念講演会、浦和、年７月１３日

(18) 永松信哉（2004）（教育講演）:　ＴＩＲＦ解析によるインスリン分泌機構解明とミチグ
リニドの分子作用. キッセイ薬品工業株式会社、長野、７月２９日

(19) 永松信哉（2004）（特別講演） : 映像によるインスリン分泌機構の解明とミチグリニド
の分子作用. グルファスト新発売記念講演会、岡山、年８月３日

(20) 永松信哉（2004）（特別講演）: 映像によるインスリン分泌機構の解明とミチグリニド
の分子作用 .グルファスト新発売記念講演会、岐阜、８月２６日

(21) 永松信哉 （2004）（特別講演）：膵β細胞―インスリン顆粒の開口放出機構のメカニズ
ムー. 第一回糖尿病ブレーンストーミング研究会、東京、９月１８日

(22) 永松信哉 （2005）(教育講演) ： TIRMシステムによるインスリン顆粒の動態解析と糖尿
病における変化.　味の素研究所、川崎、１月２４日



(23) 永松信哉 （2005）（特別講演）：膵β細胞インスリン顆粒の開口放出機構. ファスティッ
ク学術講演会、横浜、２月３日

(24) 永松信哉 （2005）（イヴニングセミナー）：画像解析法による2相性インスリン分泌の
分子機構. 第19回日本糖尿病動物研究会年次学術集会、京都、２月３-４日

(25) 永松信哉 （2005）（特別講演）：インスリン分泌顆粒放出機構UP TO DATE.　第二回広
島糖尿病研究会学術講演会、広島、２月１７日

(26) 永松信哉 （2005）（特別講演）：インスリン顆粒の開口放出機構―糖尿病β細胞を用い
た解析―. 軽症糖尿病学術講演会２００５、福岡、３月１７日

(27) 永松信哉（2005）（招請講演）：インスリン顆粒の二相性開口放出機構：Up to Date、
第92回分泌セミナー.朝日生命成人病研究所付属丸の内病院、東京、４月２日

(28) 永松信哉（2005）（招請講演）：２相性インスリン開口放出機構と経口糖尿病薬の作用. 

Expert Diabetologist Meeting Focused on the β-cell, 東京、５月１６日

(29) 永松信哉（2005）（シンポジウム）：膵β細胞におけるインスリン分泌顆粒docking/

fusion機構　（シンポジウム：膵β細胞の分子生理）. 第82回日本生理学会大会、仙台、
５月１８-２０日

(30) 永松信哉 （2005）（特別講演）：ブドウ糖、及びグリニド製剤刺激インスリン分泌にお
けるインスリン顆粒の動態解析. 　糖尿病セミナー、筑波、６月２８日

(31) 永松信哉 （2005）（特別講演）：インスリン開口放出機構―最近の話題.　第12回糖尿
病吉祥寺フォーラム、東京、６月２８日

(32) 永松信哉 （2005）（教育講演）：インスリン分泌機構について―正常＆糖尿病の場
合.　ノボノルディスクファーマ株式会社、東京、９月２７日

(33) 永松信哉 （2005）（特別講演）：最新画像解析法によるインスリン分泌機構. 第６回ナ
テグリニド研究会、広島、１１月２日

(34) 永松信哉 （2006）（特別講演）：インスリン分泌と経口糖尿病治療薬.　第38回糖尿病
症例検討会、東京、八王子、１月２7日

(35) 永松信哉 （2006）（特別講演）：ＴＩＲＦイメージング法を用いたインスリン開口放出



機構の解析.　第41回インスリン研究会、大阪、２月４日

(36) 永松信哉　（2006）(ランチョンセミナー)：ＴＩＲＦ法を用いたインスリン分泌メカニ
ズム.　（ランチョンセミナー：インスリン分泌メカニズムと食後代謝異常）　第40回糖
尿病学の進歩、金沢、２月１８日

(37) 永松信哉（（2006）招請講演）：インスリン開口放出とＳＮＡＲＥ関連蛋白質―その分
子機構と病態生理機構―. 第4回東京インスリン分泌研究会、東京、３月２日

(38) 永松信哉（2006）（特別発言）：GKラットへのナテグリニド長期投与による膵β細胞機
能疲弊予防効果. 　Sankyo Diabetes Forum 2006-メタボリックシンドロームと糖尿病―、
東京、５月１３日、

(39) 永松信哉 （2006）(シンポジウム)：画像解析法による糖尿病でのインスリン分泌不全機
構　（シンポジウム:２　膵β細胞機能解析の新しい展開）. 第49回日本糖尿病学会年次学
術集会、東京、５月２４-２６日

(40) 永松信哉（2006）　(ランチョンセミナー)：３D映像を用いた膵β細胞からのインスリン
分泌過程　（ランチョンセミナー：インスリン分泌メカニズムと経口血糖降下薬の最新
知見）、第49回日本糖尿病学会年次学術集会、東京、５月２４-２６日

(41) 永松信哉（2006） （特別講演）：正常及び糖尿病β細胞からのインスリン開口放出の映
像解析　第１４回糖尿病と血管合併症　up to date 西宮、６月２２日

(42) 永松信哉 （2006）（招請講演）：膵β細胞からのインスリン開口放出機構の解析　第１
４回動物細胞工学シンポジウム　東京　８月７日

(43) 永松信哉 （2006）（特別講演）：２相性インスリン分泌―その分子メカニズムー　第1

回　Osaka Diabetes Forum-Innovation of Therapeutical Goal-　大阪、８月３１日

(44) 永松信哉 （2006）（特別講演）：リアルタイム可視化技術（TIRF）を用いたインスリ
ン開口放出機構の解明　第55回糖尿病治療研究会　名古屋、１１月９日

(45) 永松信哉 （2006）（特別講演）：画像解析法を用いたインスリン分泌の分子機構の解
明　第18回長崎インスリン治療研究会　長崎、１1月１７日

(46) 永松信哉 （2007）（特別講演）：TIRF analysis of β cells from glinide-treated diabetic GK 

rats.　 ラウンドテーブル・ディスカッション糖尿病２００７　東京、1月1３日



(47) 永松信哉 （2007）（特別講演）：TIRF analysis of βcells from glinide-treated diabetic GK 

rats.　 ラウンドテーブル・ディスカッション糖尿病２００７　大阪、1月1４日

(48) 永松信哉 （2007）（特別講演I）：画像解析法を用いたインスリン分泌不全.　経口血糖
降下剤の作用　学術講演会　仙台、1月1８日

(49) 永松信哉 （2007）（招請講演）：GKラットへのグリニド剤・SU剤長期投与による膵β
細胞機能　Importance of Early-phase Insulin secretion in Type2 Diabetes 2007 東京、1月２０
日

(50) 永松信哉（2007） （特別講演）：画像解析法を用いた糖尿病でのインスリン分泌不全機
構　糖尿病アカデミー八王子　東京、1月２３日

(51) 永松信哉 （2007）（シンポジウム）：インスリン開口分泌と糖尿病　（糖尿病はどこま
でわかったかー原因遺伝子と発症メカニズムー）第２７回日本医学会総会、大阪　４月
６-８日

(52) 永松信哉 （2007）（シンポジウム）：2型糖尿病におけるインスリン開口放出異常　
（シンポジウムー５；2型糖尿病の膵β細胞異常（機能・量））第50回日本糖尿病学会年
次学術集会、仙台、５月２４-２６日

(53) 永松信哉 （2007）（ランチョンセミナー）糖尿病におけるインスリン開口放出異常とグ
リニド薬、第50回日本糖尿病学会年次学術集会、仙台、５月２４-２６日

(54) 永松信哉 （2007）（特別講演）：グリニド薬長期投与糖尿病GKラットにおけるインス
リン開口放出のTIRF解析、Chicago Diabetes Forum 2007, シカゴ、USA, ６月２４日

(55) 永松信哉 （2007）（招請講演）：Multispec-TIRFシステムを用いた抗糖尿病薬のインス
リン分泌過程における作用、グルファスト発売3周年記念２００７、神戸、７月７日

(56) 永松信哉 （2007）（シンポジウム）：TIRF法で語るインスリン分泌　（手法で語る生
体膜―生体膜の謎解きのためにー）　日本生化学会・関東支部教育シンポジウム、東
京、７月１４日

(57) 永松信哉 （2007）（特別講演）：２相性インスリン分泌機構の可視化解析、第２回糖尿
病と高血圧を考える会、和歌山、８月２５日

(58) 永松信哉,今泉美佳 （2008）（シンポジウム）：第２相インスリン開口放出機構(シンポ
ジウム-20 ; インスリン分泌機構はどこまで解明されたのか)第51回日本糖尿病学会年次



学術集会、東京、５月２２-２４日

(59) 永松信哉 （大学院特別講義）(2009)：インスリン開口放出と糖尿病。第２２回新潟分子
病態・再生医学セミナー、新潟、２月１３日

(60) 永松信哉 （特別講演）(2009)：糖尿病におけるインスリン分泌不全。軽症糖尿病検討
会、鹿児島、３月１０日

(61) 永松信哉 (2010) 可視化解析によるインスリン開口放出と糖尿病.　第30回関東腎研究
会、東京、年7月17日

(62) 永松信哉 (2010)　2型糖尿病におけるインスリン分泌障害とインスリン開口放出機構.　
糖尿病座談会『ヒューマログミックス50の可能性』～シンプルなインスリン治療～、東
京、8月10日

(63) 永松信哉 (2012) : 膵β細胞におけるインスリン分泌機構の最新の情報．第11回　糖尿病を
考える会，東京，平成24年1月20日

(64) 永松信哉 (2012)  : インスリン分泌顆粒の可視化とインクレチンによる制御機構．第4回 

糖尿病治療の新たなステージを考える会，金沢，3月6日
(65) 永松信哉　(2013) インスリン分泌分子機構-妊娠・糖尿病・新規タンパク質-. 第10回糖尿
病病診連携懇話会　東京　11月5日

　 



Ⅱ　論文
１.　原著論文-英文
(1) Nagamatsu S, Inoue N, Murakawa S, Matsui H (1986). Evaluation of sodium and potassium 

pump activity and number in diabetic erythrocytes. Acta Endocrinol  111: 69-74.


(2) Nagamatsu S, Bolaffi JL, Grodsky GM (1987). Direct effects of glucose on proinsulin synthesis 
and processing during desensitization. Endocrinology 120: 1225-31.
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